
 

 

 

第 89回歴史探訪の会 

戦国時代の自治都市「平野郷」を平野の風ガイドの案内で巡りました 

日時：令和 5 年 9 月 20 日 

場所：大阪市平野区 

参加人数： 29 名 

世話人： 森 尚夫 

平野は戦国時代にかけて摂河泉の中継点、交通の要衝である平野周辺を確保しようと

度々戦渦に巻き込まれた。そこで郷民は町の周囲に二重の豪と土居を築き外敵に備え

十三の出入り口に惣門を構えた自治都市を造り上げた。大正時代まで「平野郷」と呼

ばれ約 1 キロ四方の小さな地域ですが、旧環濠内は当時のままの格子状の街区になっ

ています。「平野郷」の神社・仏閣・今も息づく町民の自治的町づくりを、雰囲気・

気配・においを感じながら巡りました。 

コース  

環濠跡―杭全神社―大日本紡績跡―春子姫の墓―含翠堂―刀博物館―坂上広野麻呂屋敷跡

―西末吉家―大念仏寺―長宝寺―全興寺―東末吉家―樋之尻口地蔵―平野の黄金水―赤留

比売命神社（平野公園） 

※写真は、社友会歴史探訪の会会員様より提供いただきました。                



 

 

       



 

 



 

 

 


